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教科に関する調査結果概要および改善の方向について【 国 語 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記号の意味  ※全国平均正答率と比較して４段階で示しています 

 

(△)上回っている  （＋３％以上）  

           (◇)やや上回っている 

           (◆)やや下回っている  

(▼)下回っている  （－３％以下） 

平均正答率 

 

 

 

「言葉の特徴や使い方に関する事項」 

◆全国平均をやや下回っている。 
 

 

 

 

 

「話すこと・聞くこと」 

◇全国平均をやや上回っている。 
「書くこと」  

◇全国平均をやや上回っている。 
「読むこと」  

△全国平均を上回っている。 
 

 
 

 

 

「知識・技能」 

◆全国平均をやや下回っている。 
 

「思考・判断・表現」 

◇全国平均をやや上回っている。 
 

本 校 の 概 要 

学習指導要領の領域等 

評価の観点（上記以外） 

課  題 改善の方向 

 

●目的に応じて、集

めた材料を整理し、

伝えたいことを明確

にすること。 

 

●相手の反応を踏ま

えながら、自分の考

えが分かりやすく伝

わるように表現を工

夫すること。 

 

●資料や機器を用い

て、自分の考えが分

かりやすく伝わるよ

うに表現を工夫する

こと。 

 

●事象や行為を表す

語彙について理解す

ること。 

 

●読み手の立場に立

って、語句の用法、

叙述の仕方などを確

かめて、文章を整え

ること。 

 

○教材を学習するに

当たって、読んでい

て意味のわからない

語句や辞書的な意味

を理解していないも

のについて、辞書や

資料、情報機器等を

用いて調べる活動を

増やす。 

 

○自分の考えや調べ

たことなどについ

て、文章を書く活動

やグループワーク等

で説明する活動の読

み手や聞き手を意識

した活動を増やす。 

 

○あらゆる表現活動

を繰り返して行う際

に、前回の反省を生

かして取り組めるよ

う、活動を振り返る

時間と振り返りを踏

まえて活動を計画す

る時間を設ける。 

 

ほぼ同程度 ☚全国平均正答率 



教科に関する調査結果概要および改善の方向について【 数 学 】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 記号の意味  ※全国平均正答率と比較して４段階で示しています 

 

(△)上回っている  （＋３％以上）  

           (◇)やや上回っている 

           (◆)やや下回っている  

(▼)下回っている  （－３％以下） 

平均正答率 

 

 

 

「数と式」 

△全国平均を上回っている。 

 

「図 形」 

△全国平均を上回っている。 

 

「関 数」 

◇全国平均をやや上回っている。 

 

「データの活用」 

◆全国平均をやや下回っている。 

 

 

 

「知識・技能」 

△全国平均を上回っている。 

 

「思考・判断・表現」 

◇全国平均をやや上回っている。 

本 校 の 概 要 

学習指導要領の領域 

評価の観点 

課  題 改善の方向 

 

● 式 の 意 味 を 読

み取り、成り立つ

事柄を見いだし、

数 学 的 な 表 現 を

用 い て 説 明 す る

こと。 

 

● 相 対 度 数 の 意

味 を 理 解 す る こ

と。 

 

 

 

● 不 確 定 な 事 象

の 起 こ り や す さ

の傾向を捉え、判

断 の 理 由 を 数 学

的 な 表 現 を 用 い

て説明すること。 

 

 

● 事 象 を 数 学 的

に解釈し、問題解

決 の 方 法 を 数 学

的 に 説 明 す る こ

と。 

 

 

 

○ 具 体 的 な 事 象 か

ら 数 の 性 質 の 規 則

性 を 見 い だ せ る よ

う、段階的に課題に

取り組む。 

 

 

○ 問 題 文 か ら グ ラ

フ の 意 味 す る も の

を 読 み 解 く 問 題 を

多く取り入れる。 

 

 

○ 与 え ら れ た 条 件

や こ れ ま で の 問 題

解 決 の 過 程 や 結 果

と 数 学 的 な 表 現 を

関 連 付 け て 考 え る

機 会 を 多 く 設 定 す

る。 

 

○ 実 際 に 図 形 を か

くことで、着目する

部 分 を 焦 点 化 す る

活動を充実させる。 

ほぼ同程度 ☚全国平均正答率 



教科に関する調査結果概要および改善の方向について【 理 科 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

課  題 改善の方向 

● 気 圧に つ い て 科 学 的 に探 究 す

る場面において、状態変化や圧力

に 関 する 知 識 及 び 技 能 を基 に 立

て た 予想 や 見 通 し を 振 り返 る こ

と。また、探究の過程を分析して

解釈すること。 

 

 

● ス ケッ チ か ら 分 か る 植物 の 特

徴を基に、植物の葉、茎、根のつ

く り に関 す る 知 識 及 び 技能 を 活

用して、植物の茎の横断面や根の

構 造 につ い て 適 切 に 表 現す る こ

と。 

 

 

●【考察】をより確かなものにす

るために、音に関する知識及び技

能を活用して、変える条件に着目

した実験を計画し、予想される実

験の結果を適切に説明すること。 

 

 

 

● 化 学変 化 に 関 す る 知 識及 び 技

能を活用して、実験の結果を分析

して解釈し、化学変化を原子や分

子のモデルで表すこと。 

 

○予想を立てる際にグループ内で

の意見交流を行う。また、探究の

振り返りでは実験で分かったこと

だけでなく、なぜそう考えたのか

という自身の思考を深める場面を

設ける。 

 

 

○観察の視点をより明確にし、細

部はルーペ等を使いながら、スケ

ッチに細かい特徴を反映させる。

また、スケッチ→分類→構造→知

識の適用という流れを示し、生徒

自身が主体的に学びを進められる

ようにする。 

 

○変える条件と変えない条件を明

確に示したワークシート等を活用

する。また、予想と結果が異なる

場合の科学的根拠について深く考

えさせる場面を設ける。 

 

 

 

○五感を通して得られる情報を記

録したり、データの整理をしたり

することで、実験結果の分析と解

釈を深める。また、他者とのモデ

ルの比較を通して、より適切なモ

デルへ修正する場面を設ける。 

 






